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朝陽ケE荘 次長兼総務課長 大森隆彦

次長兼総務課長の大森です。

今年度4月に赴任して、約4ヶ月が過ぎようとしています。

私は現在、朝陽ケE荘の利用者の皆さまや職員の笑顔に癒されながら、業務にあたっています。

国では、特別養護老人ホームの入所要件の引き上げ、自己負担割合を条件に応じて蛮更する等の見

直しが進められています。利用者の皆さまに直結することなので、サービスを提供する事業所として

も注視レていかなくてはなりません。

朝陽ケE荘では、� 11 0名の本体利用者さまと、ショートステイ、デイサービスの利用者の皆さま

に利用いただいています。 その方々が楽レく、安 I~\ して安全に快適に過ごして頂くことが私たちス
タッフに求められている役割です。

利用者の皆さまとそのご家族の方々、地域の皆さまに信頼される施設として、私自身そのスタッフ

の一員として努力してまいります。よろしくお願いいたします。

http://wWw.hwc.orjp/asahigaoka


平成� 26年度特別養護老人ホーム朝陽ケE荘事業体系表

~利用者本位の支援と安全、安� JG¥を重視した事業展開を目指して~� 

1 利用者本位のサービスの提供

。〉剥用者本位で質の高いサービスの提供

アユニットケアι震蹟 


監 ・ユニットケアによる乞舌の質の司上


・利用者の暮らしやすい環境の整備
 

-ユニッ ト毎の� j'l
lQ]生ある暮らしづくり� σ漠践

・喫茶「ひだまり」展示コーナー利用促進� 

-ユニットケア全国セミナー等への参加

イ仁刷~~演践・定量 

-ケアフラン策定の売実

・ケアカンファレツスの充実

・利用者の夢を叶えるプロジェクトの;白星� 

-高齢者の就労罰震の研究 ・慌時吉果を踏まえた実主主

ワ 宿止サービス第三書評価写楽¢痩豊提謀を受l力三回り1島 4

工� E院罰璽(JJf寝

・健康管理の充実


才 頓止りーピスに閉するさ罰品、来争;:'~ã..京都


・福祉サービスに関する苦情解決事業の霜包� 

.利用者江精利を擁護する環境づくり


力人 
4

・易体拘束ゼ口作戦への取り組み� 

.高齢者虐待防止の船隼


キ家族会等と似重携強化 


・臨空利用者と罰船会との連携強化 


ク響割捕動笛初頭菰 


・笥霊栄養士・ 栄養士� i輪会�  

.臨嬉護師j重絡会


ケ障害者ι涼間支援強化 


・喫茶「ひだまり」におけ剖章害者の就労弱震強化� 

2 地鼠で支え合う仕組みづくり� 

(1 )多犠な福祉ー繍EをちつI出掛雇祖拠点l

ア 地留で安全・~ßI/，こ書らすこと均できるサービス尻提供

・認証日症対応出直所介護事業� α剖じ


監 ・居宅介護詔蚕事業の拡大
 

• t由I或貢献事業の推進


イ斑訟他都の雌翼への提供 


改 ・認知症家庭 ・� I出或介護6阿|多江痴包


ウ災害電等に制7る地域貯災拠点制蝶 


・災割寺lこおける事業団施設問僻目E応援体制U濯備�  

寸

3 医療と福祉の連携による事難住進� 

-各種セラビス卜の漏童受け入れ� 

.講師の漏童

・認ま日症I出或ケアσ漠践�  

4 人材育成と働きがいのある職揚づくり� 

-人材育成基本方針等による事業HEi差 
.職i罰阿彦慰霊(本市リの整備等� 

(2)Jl~町~IJC!()U T~7 tSDSI~-..t"2;rλ材を人尉lこ」

tIZ¥・� OJT強化による非正支朗読員の青成

・ 出掛謝白剤I~の罰百 

・専門性酬i多の期包

・自己om頁CSDS)への支援� 

0介護衛止士資格腕号への支援� 

0事業包アカデミーへの参加支援� 

oη護福祉士実習指導者講習会の受吾毒� 

Oその他自己研鏡への支援� 

(3) 

-職員研究 ・実践発表大会への参加
 

.事業団実践 ・研究紀要へα罫高
 

.全事協実務研宛高文等への応募
 

5 経営基盤の安定・強化� 

(1)経営基盤明宮η� 

• 1寺4鯨H用者の利用1庖草寺仁よる稼働率� 98o/oLu の市出寺� 

.ショートステイの受け入れ体制の充実

・認知UiXn町出量所介護事業� 1雑降ヨコ%を目指す

拡 ・居宅介護支援事業所ケアフラツ作成叡� 65件の確保

(2)陶芸桜宮|経色'吟同

・朝陽ケfiffi笛鑓閣議義会σ澗韮



ほたるの郷ユニットリーダー� 

(赤穂精華園児童支嬢課)
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冗気に明るく支援してまいります
 

藤永幸正
| 

(西播磨総合リ1¥ピリテーションセンター)

元気が一番!初心を忘れず、

何でも言ってください� !	 がんばります� 

…4ー/ みかづきの郷支健員一5、� 

lei-師ー コ 西浦章子

皆さんと共に、寄り添う看護・ケアを
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柴原 沙 妃

笑顔を忘れず、利用者さまに気持ち

よく生活していただけるよう支援します

，、l同� 

Elm 提供します

ほたるの郷支援員� デイサービス支援員

e， 
吉永美紀子

利用者さまが、楽しい時間を過ごせ、

笑顔で居られる時間を過ごせるよう努

めます

[盃亘丞亘1:

奥本雄美 総合リ/、ビリテーションセンター 福祉管理部長兼のぞみの家所長

山下 文也 赤穂精華園 成人支援第二課

谷口良政 事務局 経営企画部施設整備担当付

南 正子 総合リ� J、ビリテーションセンタ- 福祉管理部福祉第二課

大原佑太 赤穂精華園 成人支援第二課

三亙三� ~ 


藤 本 綾 子

ご入居者さまの笑顔につながる

支援ができるよう、日々 頑張ります。

次長兼総務課長

(西播磨総合リパピリテーションセンター)

大森隆彦

心機一転、がんばって参ります

皆さま、よろしくお願いいたします

λ主主ムー)

片山 由紀子

職� I いろいろなことを勉強します。初心に戻って、
頑張りますのでよろし〈お闘いします

支援課長

(赤穂精華園地域支嬢課)

西村学
。，/ 佐用をいっぱい好きになります!� 

みかづきの郷ユニットリーダー

(赤穂精華園児童支援謀)

小林育美

利用者さまが笑顔で明るく楽しい毎日を送る
ことができるように、気づきを大切にします

吉村俊 樹 支援課課長�  (定年退職) 橋元美奈海 総務課主事

和由 美穂 医務室看護師� 反橋悦子 みかづきの郷支援員� ‘ 

武内茂 美 Iまたるの郷支援員 栃岡信子 あさぎりの郷支援員 ま� 
西島沙也加 デイサービス支援員



風船I¥L，.一、老崩れっ 1

今 8Othゃっ作1.1担当官 lt

利用さまの要望や想いを形にできるよう、また安全で安 
I ~\ レた生活を提供できるよう、ユニット職員一丸となっ て、
ユニットケアの推進に努めています。
利用者さま一人ひとりが、その人らしく笑顔で、楽しく

生活できるよう取り組みを進めています。

私の目指すユニット像は、利用者さまが入院しない、

職員が辞めようとと思わない、この 2点です。 この 2点

に向けて、業務や日課の改善に取り組んでいく所容です。

皆さまから怠1障のない、ご意見をお待ちしています。

今年めさく月毛満聞で

想い、思いぬ外出で lt 



利用者さまやご家族さまのご希望に沿つだ支援を目指し

ています。ますは、日頃のコミュ二ケーショツの中から、

利用者さまのご希望が伺えるような環境づくりを整えてい

きます。そして、利用者さまの笑顔がすこしでち多くみる

ことができるように努めていきます。

出誕生日、 前め芭とうござい孝司
風船1¥レ-(;)エースですJ

。0

季節感を味わえる雰囲気作りとアットホームな雰囲気の中

で過ごしていただけるような生活を提供できるよう，~\がけて
います。

ショートステイの方々も含めて、 「のんびりJ rゆった
りJ rここちよしU 一人ひとりが満足していただける、そん
なユニットを目指して支援してまいりますコ

l審たるぬ郷、義人さ九勢揃い

今日跡、ごい� (;)1ぎり作'J "C. I仲良し組芝、道白眼へ出発� l 

車に向け亡、半袖かし局?� 

h ffi]庭向 、|
 



気温が上昇する蔓i
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っけない

一 可

朝陽ケ丘荘施設利用者と家族ci)会
平成26年4月27日(日)に開催レました。

多くの皆さまに参加いただきまし正。

喫茶“ひだ寺町

リニューアルオーτシ
玄関ホールの喫茶ひだまり は、認知症の万のほっと� !

する揚所"として営業しています。� .

認知症の方の穏やかな生活は、行動山理状� CBPSD)の� E 
・ 誘発を予防し、健康にはかかせない要素が含まれています。� .i何気ないおし川やおいしいお茶で笑顔ち満開になります。� i

まだ、ご家族さまの吾護、介護に関する相談に応じたり、 園� 

E多機能な面を備えています。

・ぜひ、地蜘皆さま、お立ち寄りください。� ! 
I f~aí，回国 ム/，� i 
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祝 兵庫県祉会福祉事業団創立50周年

第29園地域み机あい納涼祭

平成26年8日b日(水)� 19:00......20:40 
朝陽ケ丘荘前芝生広場

長ぷ しやはご踊4ト郁・福引き式会� 

【ゆるやかな時の流れと豊かな自然の恵みに癒されてt
ー.....，唱

3645.で

・・，.，..・・・・ ・1

{'"・- 場.古~叫

~認知症0)方0)穏やか電子生活0)定めに~

認知症は、高齢者に多い疾患であると同時に経過ち長く、その経過

中に様々な身体的合併症を併発することが多く、短期的に行動J山理症

状� (BPSO)を発症させる誘因となり、長期的には生命予後仁影響

を及!ますことになります。

私たち医療専門職は、認知症の総合的なアセスメントを行い、多職

種連携、情報共有レ、健康で穏やかに過ごレていただけるように支援

レていきたいと考えています。

暑を迎え、腸管出血性大腸菌感染症に注意しまよう。大腸菌は、人の腸内にち惇在し、

ほとんどのものは、 無害ですが、このうちのいくつかは、下痢などを起こし、 “病原大腸菌"と呼ばれます。� 

"は、出血をともなう腸炎を起こす、腸管出血性大腸菌の代表です。

明やさない
菌に汚染された飲食物を食べないなし1ように、菌を

“っけない"調理前後・禽事前後用便後は、石けんで手を洗う

“増やさない"食品の1呆浮温度に注意する

“やっつける"貧日は内部まで十分に加熱してから度べる

(中山温度75
0

C、1分以上〉

この3原則を守って、食中毒を予防レまレょう!

¥ 駐車11跡、� l日佐同自動車学院奄前使いく宮古い'ift/f 
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四一個坂浜

ご予約.(ft聞い合世陪街電話(0796)82-


